
　

藤
沢
清
流
高
校
の
大
き
な
特
色
は
、単
位

制
を
生
か
し
た
多
彩
な
選
択
科
目
と
、２
０

１
３
年
度
か
ら
全
校
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
だ
。

さ
ら
に
、今
年
度
か
ら
導
入
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
教
育
を
、新
た
な
特
色
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
く
。

　

導
入
の
き
っ
か
け
は
、昨
年
度
、総
括
教

諭
・
小
島
昭
彦
先
生
が「
立
教
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
５
」に
参
加
し
、大

学
や
高
校
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
先

進
事
例
に
触
れ
た
こ
と
だ
。

 

「
権
限
や
役
職
に
関
係
な
く
一
人
ひ
と
り
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
れ
ば
、高
校
生

活
も
変
わ
る
し
、そ
の
後
の
人
生
が
よ
り
豊

か
に
な
る
だ
ろ
う
と
、強
く
感
じ
ま
し
た
」

（
小
島
先
生
）

　

ち
ょ
う
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
へ
の

授
業
改
革
が
ひ
と
段
落
し
た
時
期
だ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
同
校
の
教
育
の
質
を
も
う
一

段
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

全
校
体
制
で
の
取
り
組
み
に
踏
み
切
っ
た
。

　

現
在
、３
カ
年
で
段
階
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
く
計
画
を
立
て
て

い
る
。
ま
ず
今
年
度
は
部
活
動
へ
の
活
用
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、来
年
度
以
降
は
生
徒
会
活

動
へ
の
活
用
や
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
テ

ー
マ
に
し
た
科
目
の
開
発
に
も
取
り
組
む
予

定
だ
。

　

あ
る
高
校
で
は
、部
活
動
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
教
育
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、メ
ン
バ
ー
の
目

標
意
識
が
高
ま
り
、練
習
や
試
合
の
結
果
に

も
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。
藤
沢
清
流
高
校

は
部
活
動
加
入
率
が
９
割
近
い
こ
と
を
生
か

し
て
、ま
ず
は
部
活
動
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化
に
取
り
組
む
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
意

識
や
行
動
が
、学
校
行
事
や
学
級
活
動
、授

業
の
場
面
で
も
発
揮
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
。

　

第
一
歩
と
し
て
、４
月
の
あ
る
放
課
後
に
、

部
活
動
加
入
者
を
対
象
と
し
た
研
修「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
挑
戦
」を
実
施
し
た
。
同
校

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
に
お
い
て
株

式
会
社
イ
ノ
ベ
ス
ト
と
提
携
し
て
お
り
、当
日

は
同
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
が
進
行
役

を
担
当
。
同
社
に
は
こ
の
ほ
か
、各
種
研
修

運
営
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
な
ど
で
、３
カ
年
に

わ
た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
と
い
う
。

　

研
修
に
は
４
０
０
人
を
超
え
る
生
徒
が
参

加
。
乾
燥
パ
ス
タ
と
テ
ー
プ
で
マ
シ
ュ
マ
ロ
を

頂
点
と
す
る
タ
ワ
ー
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
マ
シ
ュ
マ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
実
施
し
た
。
目

標
の
共
有
や
一
人
ひ
と
り
の
役
割
の
重
要
性

を
知
る
体
験
を
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
学
ん
だ
。

　

研
修
後
、女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
２
年
生
は
、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
と
３
年
生
の
役
割

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、誰
で
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
先
輩
だ
け
で
な
く
、い
ろ
ん
な
人
の

意
見
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。
年

度
内
に
あ
と
２
回
程
度
の
部
活
動
研
修
を

行
う
予
定
だ
。

　　

生
徒
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
る

に
は
、研
修
を
行
う
だ
け
で
な
く
、日
常
的

な
周
囲
の
関
わ
り
方
が
カ
ギ
に
な
る
と
い
う
。

 

「
実
は
、今
で
も
生
徒
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
る
場
面
は
多
い
も
の
で
す
。ポ
イ

ン
ト
は
そ
れ
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

日
常
的
な
声
か
け
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
養
成
。

部
活
動
か
ら
始
め
、行
事
や
授
業
の
活
性
化
へ

キャリア支援グループ
総括教諭

小島昭彦先生

取材・文／藤崎雅子

高
校
の
ケ
ー
ス

藤沢清流高校
（神奈川・県立）

学校da t a

2010年創立／単位制普通科／生
徒数752人（男子389人・女子363
人）／進路状況（2016年３月実績）大
学132人・短大17人・専門学校55
人・就職3人・その他29人

学
校
の
新
た
な
特
色
と
す
べ
く

３
カ
年
計
画
で
推
進

部
活
動
で
の
意
識
づ
け
か
ら

他
の
活
動
へ
と
広
げ
て
い
く

生
徒
の
変
化
を
促
す
た
め

教
員
研
修
を
実
施

研修を受けた生徒の感想
藤沢清流高校の
リーダーシップ教育を支援
株式会社イノベスト

○マシュマロゲームをしてどんなことを学べるのかなと初めは思ったが、ひと通
りの流れのなかにこんなにもリーダーシップを発揮しているんだとわかってす
ごいなと思った。
○リーダー性がある人は頭が良い人やセンスのある人など限られた人だけだと
思ったけど、今回みんなが発揮していたので、誰でもリーダーシップがとれる
と知りました。クラスで率先してものごとに取り組める人になりたいと思った。
○部活を上手くまわす（皆を活かす）のに、具体的な目標というものが必要なん
だと思った。目標のつくり方を見直したい。
○今まで部活で他の２人に頼ってばかりで過ごしてきてしまったので、残りわず
かですが、自分でもっと動いて迷惑にならないようにしたいです。
○部活動で一番下手くそでも、何か行動や声の大きさで、リーダーシップを発
揮していけるようにしたいです。

立教大学経営学部にて
リーダーシップを学び、名
古屋大学でリーダーシッ
プ開発の講師を務める
松岡洋佑氏（写真）が、自
らの経験をもとに2011
年に創業。早稲田大学

や淑徳大学をはじめ、主に全国の大学や高
校などへのリーダーシップ教育実践の支援
を行っている。「リーダーシップ教育で自分
のやりたいことに向けて一歩踏み出す力を
身につけてほしい」と松岡氏。
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意
識
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、自
己
肯
定
感
は
高
ま

り
、そ
の
後
も
自
信
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
に
も
教
員

が
日
頃
の
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
に

目
を
配
り
、本
人
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
」（
小
島
先
生
）

　

し
か
し
、現
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
の
教
員

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い
て
は
初
心
者

だ
。
生
徒
へ
の
研
修
と
同
時
並
行
で
教
員
も

学
び
、足
並
み
を
揃
え
て
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
同
校
は
、立
教
大
学
経
営
学
部
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
実
践
し
て
い
る
稲

垣
憲
治
特
任
准
教
授
を
講
師
に
招
い
て
、５

月
に
第
１
回
教
員
研
修
を
実
施
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
て
、新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

部活動所属生徒向けリーダーシップ研修
　「リーダーシップへの挑戦」

教員対象リーダーシップ研修

研修を受けた教員の感想

■リーダーシップ教育を活用できそうな点 ■リーダーシップ教育の課題、疑問

○部活や行事など、目標が的確に設定できる場面で
は活用できると思います。
○目標共有と、その目標に向かって自身とチームがど
うしていけば良いのかを考えさせていくことはできる
と思う。
○実技科目なので、道具の数が足りない時や片付け
で順番待ちしないといけないときなど、どうしたらうま
くいくか考えて実践してみて、と問いかけてみたい。
○同僚支援はかなりできている場面を多く見かけま
す。そこを褒めることから始めたい。

○少しあいまいな点がある。チームワークとの違い。
○（課題は）教員側の姿勢。教員自身がリーダーシ
ップ行動３要素にもとづいた行動や生徒への対
応ができるかどうかってこと。教員はリーダーシッ
プ教育は受けていないし…（笑）
○今、自分に何ができるのか、また、何ができないか
を明確に認知することができれば、自分というもの
を最大限に生かせる努力ができると思う。そことリ
ーダーシップとが、うまく結びつかないのが今の自
分。

プ
の
概
念
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
３
要
素

（
目
標
共
有
・
率
先
垂
範
・
同
僚
支
援
）に
つ
い

て
学
習
。
今
後
は
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

行
動
に
対
し
、「
目
標
共
有
し
て
い
る
ん
だ
ね
」

「
今
の
は
率
先
垂
範
だ
ね
」な
ど
、３
要
素
に

あ
て
は
め
て
行
動
に
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
く

方
向
性
を
確
認
し
た
。

　

目
新
し
い
考
え
方
に
、ま
だ
戸
惑
う
様
子

の
教
員
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。一
方
で
、さ

っ
そ
く
部
活
動
や
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
こ

う
と
す
る
教
員
も
お
り
、「
授
業
で
自
ら
動

く
生
徒
が
増
え
る
の
で
は
」と
の
期
待
の
声

も
聞
か
れ
た
。
秋
に
第
２
回
を
実
施
し
、少

し
ず
つ
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
。

 

「
教
員
の
役
割
は
、生
徒
自
身
が
変
わ
る
の

を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
。
授
業
に
特
別
な
何

か
を
取
り
入
れ
な
く
て
も
、部
活
動
を
足
掛

か
り
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
身
に
付
け
ば
、

結
果
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授

業
が
や
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
期
待
が
あ
り
ま
す
」（
小
島
先
生
）

　

ま
た
、教
員
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
大

事
だ
と
、小
島
先
生
は
考
え
る
。

 

「
我
々
教
員
も
、学
校
行
事
や
分
掌
の
業
務

な
ど
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
場
面
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
こ
と
で
、具
体
的
な
行
動
や
効
果
を
身

を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、生
徒
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」（
小
島
先
生
）

５人グループで、乾燥
パスタとテープを使っ
て頂点にマシュマロを
乗せても自立するタワ
ーを作り、その高さを競
った。

５～６人のグループごとに、
「生徒にどのようになっても
らいたいか」を模造紙に書
き出すなどのワークショップ
を実施。

１回目の挑戦では、うまくいかないグループが多かった。そこで、各グループで目標設定
し、その達成のために何が必要か、作戦会議を実施。そのうえで２回目に挑戦したとこ
ろ、多くのグループで初回を上回る高さのタワーを作ることができた。

生徒たちに望むことを、リーダーシ
ップ行動の３要素「目標共有」
「率先垂範」「同僚支援」に分
類。

稲垣特任准教授（写真左端）はリーダーシッ
プ行動の中身とそれを認め合う意義を解説
し、「今後はこの３要素にあたる行動をした生
徒に積極的な声かけを」と参加者に呼びか
けた。

【事例紹介】動き始めた大学・高校の現場
「リーダーシップ教育」で生徒が変わる
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